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「一石二鳥で問題解決！？ 子育てしながら働ける、笑顔のあるデイサービス！」 

核家族の利用者、核家族のスタッフを子どもがつなげ、笑いヨガで常に笑顔があふれているデイサービスです。 

施設内にはいつも３歳以下の子どもがパタパタと走り回り、それを笑顔で見つめるお年寄り。 

昔はどこにでもあった感覚を再現することで、お年寄りの「役割」を感じてもらうことを目的としています。 

 

 
運動機能の維持・向上を目指し、楽しみながら行える様々な運動やリハビリを実施。 

 
子どもがいても働ける職場づくりを意識した仕組みを取り入れている。 

施設を利用するお年寄りは、スタッフの子どもたちと出会うことで、様々な刺激を受けることができる。 

同時に子どもたちは、お年寄りや体の不自由な方に対する明るい意識を育むことができる場となる。 

 
最近、メディアで注目の「笑いヨガ」を運動機能向上プログラムに取り入れ、身体の中から健康になることを目

指し、日々、全員で笑っている。 

笑うことでＮＫ細胞が増え、様々な成人病の予防に効果的であるとの科学的根拠も人気のひとつとなっている。 


